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最近では， MRI 検査において，患者の動きのアーチファクトに感受性の低い MR 画像を得るために， いくつかの
高速の画像技術が導入され始めている o しかし，高速画像技術の主な欠点は，従来のスピンエコー (SE) 法の場合
と比較して，出力画像の画質が低品質であることである。つまり， SNR (signal to noise ratio) , CNR (contrast 
to noise ratio) が低L、。これは，測定時間が長いにもかかわらず，一般の臨床検査において，今なお従来の SE 画像










のフーリエ変換とみなすことができる。 MRI データ測定時の対象物の動きは， read-out 方向 (kx) と phase­
encoding 方向 (ky) の時間に関する関数としてみなされる。しかしながら，各 intra-view effect，すなわち kx と関
連した imaging time は，極めて早く起こっているために(ミリセカンド)，動きの殆どのタイプでは， ky 方向への
影響を無視することができる。従って， この研究において，平面的な剛体運動のパラメータは，いわゆる inter-view
effect と呼ばれる時間単位 ky についてのみ仮定した。剛体運動は回転と平行移動の組合せにより表すことができる。
数学的なモデルは， MR スキャンの問の対象物の平面上の動きが，各々サンプリングを不均一にし， MRI 信号での











発した方法の有用性を確認した。さらに，臨床的に提案手法を用いるために， 2 人の正常被検者における頭部の到j き
から，未知の剛体運動によるアーチファクトを除去し，画像の復元が可能であることを確かめた。
【総括】
本研究においては， MRI における体動アーチファクトの除去について研究を行った。 MR データ測定問の患者の









MRI のアーチファクトを減少する新しい方法を開発している。スピンエコー (SE) 法を用いると，他の方法と比較
し，かなり高解像度の MR 画像を得ることができる口しかし， SE 法は測定時間が比較的長くなるため，患者の体動
による影響が大き L、。患者の動きは頭部の回転や平行運動のような剛体的のものや，呼吸，心血管系，胃腸系の動き
のような収縮，拡張を伴うものがある。これらの動きは，一般に 3 次元時空間の未知の関数で表される。本研究は，
2 次元平面における剛体運動により生じる MRI アーチファクトに焦点をあて，アーチファクトを除去するアルゴリ
ズムを開発している。計算機シミュレーション，ファントム実験， 2 人の正常被検者による実際の MR 画像のいず
れにおいても，有効にアーチファクトを除去することが示され，画像の再構成に成功している。本研究は， MR 画像
診断におけるアーチファクトの除去の新しいアルゴリズムを開発し，今後広く応用される可能性があるものである。
以上のように，本研究は，医学における画像診断において価値があり，学位を授与するに十分値する研究であると考
えられる。
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